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最近の地震活動の様相と被害想定 

 

専門研究員 渡部 英洋 

１．はじめに 

最近地震が頻繁に発生している。３月の福

島県沖に続き、この原稿を書いている段階で

も石川県能登地方で連続して発生するなど、

大小多くの地震が全国各地で相次いでいる。 

昨年は東日本大震災から10年経過の節目

として、それまでに進められた分析に基づく

新たな知見が公表された。それ以降も、列島

全体の地殻にかかる応力バランスが大きく変

動したことを主因として、依然活発な活動が

続いている現状にある。 

本稿では、主に、「東日本大震災後10年間

の地震活動と新たな知見について」（共済総研

レポート№176（2021.８））においてとりまと

めた内容以降、新たに公表された地震発生確

率とともに、巨大地震の被害額想定と防災対

策の提言内容等について、概要を確認する。 

 

２．最近の地震の状況 

昨年１月から今年の６月末までの震度５以上

を観測した地震は（図表１）のとおりであるが、

このうち最も規模(マグニチュード)の大きな地

震は今年の３月16日に発生した福島県沖を震源

とする最大震度６強の地震であり、東北新幹線

の脱線等大きな被害をもたらした。これは昨年

２月13日の福島県沖地震とほぼ同じ震源、同じ

メカニズムによるもので、沈み込んだプレート

内で発生した地震であり、青森県東方沖から茨

城県沖にかけてＭ7.0以上の地震が30年以内に

発生する確率が60～70％と予測されていた。 

一般に超巨大地震の場合には地殻に大き

な歪みが生じ、その完全な解消には約100年間

を要するとされ、2004年のスマトラ島沖の超

巨大地震（Ｍ9.1）のように、現在でもその巨

大地震発生前より地震頻度が多い状況が継続

している例もある。2011年３月11日の東北地

方太平洋沖地震（東日本大震災を引き起こし

た地震。以下同じ。）の場合も同様に歪みの解

消に長期間を要し、昨年２月13日の福島県沖

１．はじめに 

２．最近の地震の状況 

３．直近の確率と新たな知見 

 日向灘・南西諸島海溝周辺の巨 

大地震 

 海溝型地震の確率評価 

 日本海溝域で相次ぐ余震とアウ

ターライズ地震 

４．被害想定－津波被害の甚大性等－ 

５．おわりに 

目 次

（図表１）2021年１月～2022年６月の期間にお

ける震度５弱以上を観測した地震   

年月日 震源地 
最大 
震度 

マグニチュ
ード(Ｍ) 

震源深
さ(km)

'21.２.13 福島県沖 ６強 7.3 55
'21.３.15 和歌山県沖 ５弱 4.6 4
'21.３.20 宮城県沖 ５強 6.9 59
'21.５.１ 宮城県沖 ５強 6.8 51
'21.９.16 石川県能登地方 ５弱 5.1 13
'21.10.６ 岩手県沖 ５強 5.9 56
'21.10.７ 千葉北西部 ５強 5.9 75
'21.12.３ 山梨東部・富士五湖 ５弱 4.8 19
'21.12.３ 紀伊水道 ５弱 5.4 18
'21.12.９ トカラ列島近海 ５強 6.0 20
'22.１.４ 父島近海 ５強 6.1 77
'22.１.22 日向灘 ５強 6.6 45
'22.３.16 福島県沖 ６強 7.4 57
'22.３.18 岩手県沖 ５強 5.6 18
'22.４.19 福島県中通り ５弱 5.4 93
'22.５.22 茨城県沖 ５弱 6.0 5
'22.６.19 石川県能登地方 ６弱 5.4 13
'22.６.20 石川県能登地方 ５強 5.0 14
'22.６.26 熊本県熊本地方 ５弱 4.7 9 

（出典）気象庁報道資料より抜粋。 
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を震源とする地震を受けた地震調査

委員会の会見で、少なくとも今後10

年間は余震が続くとし、最大震度６

強程度の揺れを伴う地震について注

意を喚起していたところであり、今

後も続く可能性がある。 

なお、３月に国内やその周辺で、

Ｍ4.0以上の地震が195回も発生した

が、この３月16日の福島県沖を震源

とする地震が周辺の活動を活発化さ

せたと考えられている。 

また、特定の地域に何らかの作用が

はたらくと、その地域で頻発化するよ

うになり、特に石川県能登地方で一昨年末頃か

ら群発地震が発生していたが、今年の６月19・

20日に震度６弱・５強の強い地震が発生した。 

このような局地的・時限的な頻発化以上に

注視する必要があるのが長期的な傾向であ

る。現時点で被害の大きさが最も懸念されて

いる南海トラフ地震などの海溝型巨大地震に

ついて、過去のデータによればその発生前に

は圧力が徐々に強まることにより、内陸部で

中小を含めた地震が頻発化することが明らか

になっている。1995年の兵庫県南部地震（阪

神・淡路大震災）や2016年の熊本地震、2018

年の大阪北部地震などもその流れの中での発

生とも考えられているが、西日本（東海北陸以

西）における震度４以上かつＭ4.0以上の地震

発生回数をみると、図表２のとおり明らかに増

加傾向にあり、特に昨年はその傾向が顕著であ

ることから引き続き注意が必要な状況にある。 

 

３．直近の確率と新たな知見 

 日向灘・南西諸島海溝周辺の巨大地震 

昨年末から今年初めにかけてはトカラ列

島近海および日向灘でＭ６以上の地震が発生

している。東日本大震災後、政府の地震調査

委員会は大地震等の長期評価を行ってきた

が、宮崎県沖の日向灘や南西諸島海溝周辺を

震源とする大地震の発生確率にかかる長期評

価についても、18年ぶりに見直し、今年の３

月25日に公表した（図表３）。 

過去に大津波による甚大な被害が生じた

記録
１

があり、想定を超える巨大地震であっ

（図表３）日向灘・南西諸島海溝周辺の30年以内の地震

発生確率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（出典）地震調査研究推進本部「日向灘及び南西諸島海溝周辺の地震

活動の長期評価（第二版）」（令和４年３月25日）に筆者加筆。
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安芸灘～伊予灘～ 
豊後水道 

九州中央部 

南西諸島北西沖

与那国島周辺

120° 125° 130° 135°

（図表２）西日本（東海北陸以西）において震度４以上かつＭ４

以上を観測した地震の回数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）地震名は当該年における主要な西日本での地震 
（出典）気象庁震度データベース検索より抜粋、筆者作成。 

１ 1771年に石垣島近海で八重山地震津波（明和の大津波）が起き、高さ約30メートルの津波が発生。先島諸島で死者・

行方不明者が１万人を超えたことが知られるが、メカニズムに不明な点が多い。 
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た東北地方太平洋沖地震にかか

る最新の知見を踏まえ、Ｍ８級の

可能性を新たに追加して公表し

たものである。ただ、過去の記録

上、同地域周辺で同規模の地震が

起きた回数が少ないことなどか

ら、発生確率は「不明」とした。 

一回り小さいＭ７～7.5程度

の地震については、40～90％とな

っており、高い確率としている。 

また、同時に長崎県沖から鳥

取県沖までの日本海南西部の海

底活断層地震の確率も公表し、

この領域全体では８～13％であ

り、数千年周期と言われる活断

層地震の中で比較的高い確率と

なっている。 

 

 海溝型地震の確率評価 

の他に、本年１月１日を算

定基準として、本年１月13日に地

震調査研究推進本部が公表した

日本の主な海溝型地震の確率評

価をまとめたのが図表４である。 

同本部の評価に総じて言える

ことは、2011年の東北地方太平洋沖地震が想

定を上回る規模・被害であったことから、過

去に発生した地震の調査が不十分な場合を含

め、あらゆる可能性を考慮して評価している

点である。特に、甚大な津波被害をもたらす

ようなプレート境界固着域が広域にわたって

同時に剥がれる巨大地震を想定している。 

 

① 漸増する南海トラフ巨大地震の発生確率 

発生の周期性が認められる南海トラフ巨大

地震については、Ｍ８～９程度の今後30年内に

発生する確率は“70～80％”で昨年１月１日算

定基準のランクと同じであるが、今後40年以内

に発生する確率でみると昨年の“80～90％”

から“90％程度”に引き上げられている
２

。 

 

②  切迫している千島海溝沿い 

津波堆積物調査により、大規模津波が17世

紀に発生したと推定されている北海道東部太

平洋側の評価も昨年基準と同様、Ｍ8.8程度以

上と評価される超巨大地震が今後30年以内に

発生する確率が７～40％と高い値であり、切

（図表４）主な海溝型地震の評価（30年以内の発生確率） 
（算定基準：2022年１月１日）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）地震調査研究推進本部「主な海溝型地震の評価結果」(2022年１月

13日公表)に筆者加筆。 

２ 地震調査研究推進本部「活断層で発生する地震および海溝型地震の発生確率値の更新前後の比較（算定基準日 令

和４年（2022年）１月１日）」 

・Ⅲランク、Ⅱランク、Ⅰランク、Ｘランクのいずれも、
 すぐに地震が起こることが否定できない。 

凡 例
Ⅲランク（高い）：地震発生確率が26％以上 
Ⅱランク（やや高い）：地震発生確率が３～26％未満
Ⅰランク：地震発生確率が３％未満 
Ｘランク：地震発生確率が不明（過去の地震のデータ

が少ないため） 

青森県西方沖から北海道西方沖
Ｍ7.5～7.8程度 ほぼ０％

秋田県沖から佐渡島北方沖
Ｍ7.5～7.8程度 ３～６％

新潟県北部沖から山形県沖
Ｍ7.5～7.7程度 ほぼ０％

日本海東縁 根室沖から 
色丹島沖及び択捉島沖
Ｍ８程度 60～80％程度

十勝沖 
Ｍ８程度 10％程度

千島海溝の17世紀型
Ｍ8.8程度以上 

７～40％

千島海溝モデル巨大地震
北海道北西沖 
Ｍ7.8程度 
0.1％以下 

青森県東方沖から 
岩手県沖南部 

Ｍ７～7.9程度 30～90％

宮城県沖 
Ｍ7.0～7.5程度 90％程度

Ｍ7.9程度 20％

福島県沖から茨城県沖
Ｍ7.0～7.5程度 

50～80％ 

青森県東方沖から 
房総沖の海溝寄り 

Ｍ8.6～９程度 30％程度

東北地方太平洋沖型
Ｍ９程度 ほぼ０％

日本海溝モデル巨大地震

相模トラフ（Ｍ８程度) 
Ｍ7.9～8.6程度  
ほぼ０～６％ 

その他の南関東の地震 
Ｍ6.7～7.3程度 70％ 

首都直下地震 他 

南海トラフ 
Ｍ８～９程度 70～80％

南海トラフ巨大地震
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迫性が高いとしている
３

。 

2018（平成30）年の北海道胆振東部地震が

その前触れとする見方も多い中で、やや規模

の小さいケースをみると、根室沖のＭ7.8～

8.5程度は70％程度、根室沖・十勝沖のＭ７～

7.5程度は80％程度と高い値となっている。 

 

③ 南関東の複雑な地殻構造による予測の困

難性 

首都直下地震については、過去の地震発生

状況の統計的な確率から、南関東の１都３県

のどこかで、30年以内にＭ７程度の地震が

70％の確率で発生するとされており、これが

首都直下地震となり得るという考え方であ

る。ただし南関東地域の地下は複雑な地殻構

造となっており、地震発生メカニズムに未解

明な点が多く、活断層地震などの浅い地殻内

地震の評価がこの確率計算の前提に含まれて

いない。その意味で、いつ起きてもおかしく

ないという認識が必要である。 

 

 日本海溝域で相次ぐ余震とアウターライ

ズ地震 

日本海溝域では、東北地方太平洋沖地震並

みの巨大地震についてはほぼ０％となってい

るが、巨大地震の発生によって溜まった歪み

の解消に今後も長い年数を要することは前述

のとおりであり、Ｍ７以上のクラスは図表４

のとおり全般に高い値となっている。 

図表４では確率が大きいものを主に掲げ

ているが、これら以外にこの海域ではアウタ

ーライズ地震が警戒されている。これは日本

海溝の海溝軸外側（アウター）（日本海溝東側）

にある隆起（ライズ）した領域で起こるもの

で、日本海溝に潜り込む太平洋プレートにか

かる力が、東北地方太平洋沖地震以前は圧縮

力であったものが、地震後は引張力に変化し、

正断層型として地震が発生する（図表５）。 

過去の例をみると、1933年の昭和三陸地震

（Ｍ8.1）も1896年の明治三陸地震（Ｍ8.2）

の約37年後に発生したアウターライズ地震で

あり、岩手県東方沖約200kmで発生し、最大津

波高28.7ｍを観測、死者・行方不明者3,000

人超の災害をもたらした。千島海溝でも2006

年のＭ7.9の地震の約２か月後にＭ8.2の地震

が起きるなど、間隔は様々だが海溝型巨大地

震の後にＭ８を超える規模のアウターライズ

地震が起きている。 

東北地方太平洋沖地震後の地震分布をみ

ると、日本海溝の外側で地震活動がとりわけ

活発で、場所によっては巨大地震前の10倍以

上の発生頻度になっているところもあり
４

、

アウターライズ地震を引き起こす力がかかり

続けているが、まだＭ８規模の地震は起きて

いない。現時点で30年以内の発生確率は７％

と高くはないが、海底の断層調査でも今後動

（図表５）日本海溝周辺の地震模式図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）地震調査研究推進本部資料を基に筆者作成。 

３ Ｍ8.8程度以上と評価される超巨大地震が平均で340～380年間隔で発生しているが、17世紀の発生から既に400年程

度経過している。（地震調査研究推進本部「千島海溝沿いの地震活動の長期評価（第三版）」（平成29年12月19日）（「東

日本大震災後10年間の地震活動と新たな知見について」（共済総研レポート№176（2021.８））Ｐ.28に記載） 

４ NHK「震災10年「震源域取り囲むように地震活発な地域」警戒継続を」（災害列島命を守る情報サイト）(2021／

３／19）https://www3.nhk.or.jp/news/special/saigai/natural-disaster/natural-disaster_01.html 
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く可能性がある断層の数が多く、長い断層も

発見され、昭和三陸地震に匹敵または上回る

津波が発生する恐れがあるとされる
５

。 

アウターライズ地震は震源が陸地から遠い

ために陸地での揺れは大きくなく、発生しても

住民の警戒意識が生まれにくく、昭和三陸地震

の際も発生が深夜だったこともあり、多数の犠

牲者を生む結果となったが、逆に地震発生から

津波到達まで時間がかかることから避難時間

が十分に取れるため、警報発信・伝達の体制が

整えば最小限に食い止めることができる。 

気象庁は大震災の際、津波を過小評価して

警報を発出した反省に立ち、適切・迅速な警

報発信のあり方の改善に向けて検討を進めて

いる。特に、関連する潮位変化の課題として、

今年１月のトンガ噴火の際には想定外の速度

の津波伝播があったことから、このようなケ

ースでの情報発信のあり方に関して気象庁で

専門家による検討会議が開かれ、報告書をと

りまとめる段階となっている
６

。 

４．被害想定－津波被害の甚大性等－ 

以上記した巨大地震における内閣府が算

定した最大クラスの被害額の直近数値をまと

めたのが図表６である。 

最も大きい被害が想定されている南海ト

ラフ巨大地震では、令和元年６月の再計算に

おいても、死者・建物全壊棟数とも東日本大

震災の20倍近い被害が想定されているが、今

後の防災対策で１～３割程度減らすことがで

きるとしている。 

 

首都直下では、今年の５月に東京都が都内の

被害想定額を公表したが、耐震化・木造密集地

域減少等の対策で前回（2012(平成24)年）の

想定額から３～４割程度減少した。さらに防

災対策の最大限の実施（耐震化100％等）を前

提に、図表６のように大幅に減少が見込める

と試算している。 

ただし、首都直下地震の場合は首都中枢機能・

本社機能が損なわれることによる波及被害が

５ 読売新聞オンライン「［東日本大震災11年］東側の震源域「アウターライズ」に新たな活断層、「対」になる巨大地

震に警戒」（2022／３／７）https://www.yomiuri.co.jp/shinsai311/feature/20220306-OYT1T50173/ 

６ 気象庁「火山噴火等による潮位変化に関する情報のあり方検討会」(第３回令和４年６月28日) 

（図表６）巨大地震の被害想定と減災効果 

（いずれの地震も被害が最大となる震源・時間等のケース）

 南海トラフ巨大地震 

（全域連動） 

（令和元年６月・内閣

府公表（平成24年８月

公表数値を再計算））

日本海溝・千島海溝沿

いの巨大地震 

(上段：日本海溝モデル）

(下段：千島海溝モデル）

(令和３年12月・内閣府

公表） 

首都直下地震 

（都心南部直下震源）

（平成25年12月・内閣

府公表） 

首都直下地震での東京

都被害 

（都心南部直下震源） 

（令和４年５月・東京

都公表）（注１） 

東日本大震災

被害状況（令

和３年３月10

日・警察庁広

報資料） 

 公表時点 防災措置後 公表時点 防災措置後 公表時点 防災措置後 公表時点 防災措置後 

死者 32万人 23万人 
19万9千人 

10万人 

3万人

1万9千人
2万3千人 2千3百人 6千人 1千人 

1万8425人

(注２)

負傷者 62万人 ― 
2万2千人 

1万人 
― 12万3千人 ― 9万3千人 ― 6167人

建物全壊 238万棟 209万棟 
22万棟 

8万4千棟 

21万9千棟

8万棟
61万棟 4万8千棟 19万4千棟 2万8千棟 12万2千棟

経済被害 220兆円 ― 
31兆円 

17兆円 

27兆円

13兆円
95兆円 45兆円 22兆円 13兆円 19兆円

 
（注１）東京都内のみの想定数であり、平成24年４月に東京都が公表した想定値よりも概ね30～40％減少。 
（注２）死者・行方不明者合計 
（出典）「南海トラフ巨大地震の被害想定（施設等の被害・経済的な被害）（再計算）（令和元年６月）」他、内閣

府各地震対策ワーキンググループ報告書、東京都「首都直下地震等による東京の被害想定報告書」（令和４
年５月）から抜粋。 
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多方面に及ぶという点で影響は非常に大きい。 

今回、東京都は震災後の生活への影響やラ

イフラインがどのような過程で変化していく

かを辿った「生活シナリオ」を新たに整理し、

都民に必要な心掛け・行動の理解に資する情

報として提示した。今後は具体的な対策を盛

り込んだ地域防災計画を令和５年度の早い段

階でとりまとめ、必要な対策を強力に推進す

ることとしている。 

 

巨大地震が切迫した段階の千島海溝や日

本海溝沿いの被害想定は内閣府から昨年12月

に公表された
７

。最大津波高は北海道で10～

20ｍを超え、青森県や岩手県北部沿岸で東日

本大震災を上回る高さが想定され、極めて広

い範囲で大きな津波被害が発生する。図表６

の被害は大半が津波による。 

これを踏まえて報告書
８

が本年３月に公表さ

れ、具体的に実施すべき対策が提示されている。 

これによれば、当該地域の特性面の課題を

考慮した対策が必要であり、避難者数が多数

となる場合の積雪時や道路凍結時の避難体制

の徹底が必須となるとともに、避難後の低体

温症等、寒冷地ならではの災害関連死リスク

が想定され、これらへの対策を推進すべきと

している。 

建物被害については津波被害の割合が多

いことから対策による減災効果は限界がある

が、人的災害については、早期の避難体制

（100％早期避難を仮定）・避難場所の整備等

で死者数を１／５程度まで大幅に減少させる

ことが可能としており、今後策定される具体

策に留意する必要がある。 

５．おわりに 

東日本大震災の教訓から、災害については

「想定外」として片づけることは許されず、

あらゆる可能性を想定すべきとする前提か

ら、すべてのパターンを考慮して最大の被害

額を算定している。 

しかしながら、最も被害が甚大となると予想

される津波に関して、そのメカニズムに未知の

部分が多く、高さや到達時刻に関する予測が非

常に難しい。なかでも震源が遠い「遠地津波」

は震源の情報が迅速に入りにくいことや、到

達するまでの海底の地形等に大きく左右され

る面があり、警戒意識が生じにくいことも相

俟って被害が拡大することが懸念される
９

。 

また、巨大地震発生後の課題としても、昨

今の温暖化の進行により猛暑日が増加してい

るが、そのような環境下で大震災が発生した

場合に、避難先での体調不良、空調設備の停

止・水供給の遮断などによって、様々な間接

被害の拡大という前例のない事態も生じう

る。 

未だかつて経験したことがないような災

害に対処するため、あらゆる情報を収集・分

析するための観測体制・情報発信システムの

整備に期待するものであり、その進捗状況を

我々国民も常に注視することが必要となる。

同時に、内閣府の巨大地震対策ＷＧでも触れ

ているように、どのような事態が生じても対

応できるような国民一人ひとりが主体的に防

災行動をとる「災害文化」の醸成が従来以上

に求められてこよう。 

（2022年７月１日 記） 

７ 内閣府 日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震対策検討ＷＧ「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の被害想定につい

て」（令和３年12月21日） 

８ 内閣府 日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震対策検討ＷＧ「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の対策について報

告書」（令和４年３月22日） 

９ 地震ではないが、トンガ島の噴火による潮位変動も過去に観測されたことがない現象をもたらしており、脚注６に

おける報告が、遠地津波への対応策に応用できるものと考えられる。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c715370523730000037002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003030005143306f0020004100630072006f00620061007400390020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f306a3057ff0830a430f330b930c830fc30eb3057306a3044ff1a004400467cfb004400480050003430d530a930f330c83001004600477cfb0032003530d530a930f330c8ff09>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


